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▲ヘリコプターから見渡すランドン油田中心施設。随伴ガスは海底のパイプラインを通じて陸上の発電所まで送
られる。
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幅広い基礎知識を「羅針盤」に、未踏の研究テーマを開拓する
人の真似をしないこと、そして軸とする専門に加えて、関連分野の基礎を広く学ぶことが研究

者として大切だと考えています。

大学の研究は、研究開発機関や企業における研究とは目的や役割が違います。大学の研究は地図の

無い荒野を彷徨して、高い山に登るような作業です。どこに山があるかも最初はわかりません。人類

が築いてきた数多くの知識に新たな知識を加える作業が大学の研究の役割ではないでしょうか。

道が分からない時にどちらに進むべきか指し示してくれる「羅針盤」となるのが、基礎知識です。

分野ごとに羅針盤を持っていると、非常に強みになります。例えば私の専門である原子炉工学につ

いては、原子炉物理学に加えて、伝熱学、材料・燃料学、熱力学、流体力学、構造力学などの基礎も

学んでこそ、問題を正しく理解できるようになります。実践的・応用的な課題を扱う場合も基礎知識

は「問題の本質がどこにあり、何であるのか」を視る力となります。学生の皆さんには在学中、じっ

くりと腰を据えて基礎の体得を心がけてほしいと思います。若く脳が柔らかい時期は体系的に多く

のことを勉強できる絶好の機会ですから。

国際的なセンスを磨き、自信を持ってたゆまぬ努力を
世界の競争を経験し、国際感覚を磨くことも重要です。お客さんとしてではなく海外で雇用さ

れて仕事し、国際的な競争システムの中で経験を積んで能力を認められてこそはじめて、世界を

リードしていく人材となることができると思います。

試験の成績が日本ではよく指標にされるのですが、母集団の範囲の一つの指標でしかありませ

ん。異なる指標をもつ、母集団が違う国際社会には通用しません。日本は島国で英語を使わなく

ても生活できる、特殊な環境なのだということを忘れないでください。日本語で流通している情

報は世界全体の情報の何％でしょうか。博士学生のうちに海外インターンシップなどの機会を利

用して世界に出て、厳しい競争環境に触れ、自分からチャレンジしてください。成績に一喜一憂

するのではなく、自分で創意工夫する能力を最大限活かし、世界が自分の研究の後についてくる

というくらいの気持ちで、自信を持ってたゆまぬ努力を続けてほしいと思います。

原子力とエネルギー問題の将来
日本の原子力は今、福島原発事故への対応で様々な課題を抱えています。例えば避難を伴う場合の放射線の規制値をどのように定めるかといった問題は、低い放射線曝露の健康への

影響など未解明の領域を含んでいます。社会や経済など様々な要因を考慮して総合的に判断を下すことが求められており、科学者だけで解決策を出せるわけではありません。けれども、

好き嫌いに終始しがちな日本の原子力の議論において、科学技術をベースにした正確な理解に基づく情報は、間違いのない判断をするために必要不可欠です。

エネルギーは人間の社会活動にとって必須です。エネルギー資源の獲得は世界ではしばしば紛争の種になっています。エネルギー需要量は社会経済活動量を示すGDPと強い相関を持っ

ています。原子力を除いたら日本のエネルギー自給率は４％と非常に低く、安全保障上の弱点です。「原子力か再生可能エネルギーか」という二択の議論がよく見られますが、現実には世界

の１次エネルギーの9割は化石燃料により供給されています。残りのほとんどは水力と原子力です。エネルギー供給の比率はそう簡単に変革できるものではありません。今後も化石燃料資

源に頼る時代が続きます。しかし世界には化石燃料資源を持たない日本のような国は多いのです。地球温暖化問題も立ちはだかります。このような背景も理解した上で、日本が積み上げて

きた技術をいかに国際展開していくかなど、広い視野で次世代のエネルギー問題を捉え取り組むべきと考えます。

先進理工学研究科　共同原子力専攻・特任教授。 1946年生まれ、東京大学名誉教授、
日本原子力学会元会長。専門は原子炉工学、主な編著書は「原子炉設計」等の原子力教
科書シリーズ（オーム社）、“Super Light Water Reactors and Super Fast Reactors”、
“Advances in Light Water Reactors Technologies”（Springer）など。考案したスー
パー軽水炉は第四世代原子炉として世界で研究されている。

岡 芳明 教授

学生の活動1

Energy NEXTを担う学生たちエ ナ ジ ー ・ ネ ク ス ト

1期生 11名

2期生18名
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自らの専門分野に縛られずに、広い視
野を持って研究・勉学に取り組み、イノ
ベーションを起こし得る人材を目指し
ます！ 

エネルギーの未来を担える人材を目指
すため、専門バカから脱却し、視野を
広げていきたいです。

幅広いフィールドで活躍できる世界水
準の技能を有した研究者に。

独創的かつ先進的な研究をリードする
研究者となり、イグノーベル賞の受賞
を目指す。

専門性だけでなく幅広い視野をもった
人材になれるよう、仲間と切磋琢磨し
ていきたいです。
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若林 慧
生命医科学出身学科

蒲  江
応用物理学出身学科

河野 俊介
電気・情報生命出身学科

中川 鉄馬
生命医科学出身学科

高鍋 彰文
生命医科学出身学科

徳江 洋
応用化学出身学科

佐々田 哲人
応用化学出身学科

宇田川 瑛弘
生命医科学出身学科

松田 翔風
応用化学出身学科

加藤 遼
応用化学出身学科

矢部 智宏
応用化学出身学科

本プログラム連携先機関のJX日鉱日石エネルギーとJX日鉱日石

開発の協力を得て、学生5名がベトナム沖合のランドン油田他の見

学実習に参加しました。ランドン油田は、日本企業がオペレーター

として原油を生産する数少ない油田のひとつです。

事前に、大手町のJX日鉱日石開発本社と現地プロジェクト会社

日本ベトナム石油（Japan Vietnam Petroleum Company、JX日

鉱日石開発97%出資、以下JVPC）の事務所で、油田開発の歴史や

生産状況、見学時の安全管理等の講義を受けて知識を深めた後、実

習に出発しました。まず、Vung Tau沖合120キロ、ランドン油田

の生産施設Central Production Complexにヘリコプターで向か

いました。この施設は①地下の貯留層から原油を汲みあげ、②原油

から砂、泥、ガス、水を取り除き、油のみを分離、③随伴ガスの処

理や地中へ水・ガスを圧入、④中央制御室および働く人々の居住空

間、という、それぞれ異なる特徴を持つ4つのプラットフォームが

連なった構造をしています。設備の説明を聞きながら施設をくまな

く巡り歩き、約1時間の見学は、あっという間に終わりました。印

象的だったのは、安全を最優先にしていること。施設を案内してく

ださった海上設備責任者のDaoマネージャーは、9年間無事故の記

録をとても誇りにしていました。

次に、試掘井の掘削現場へ向かいました。現場責任者のTaggart

氏による案内を受けながら、暴噴防

止装置、地下から削りだされた砂や岩

石を分離する装置、坑内に降ろした鋼

管と地層の間に固定するためのセメン

トを送り出すポンプ等を見学。ドリリ

ングフロアでは、世界の海を渡り歩い

て油ガスの探鉱・開発等を進めるプロ

フェッショナルの仕事ぶりを間近に見

ました。

見学を終えVung Tauの街に戻った

後、再びJVPCの事務所で、ガス圧入

による増進回収技術、掘削ドリルの径

や角度の決定要因、随伴ガスの利用、

貯留設備の構造等の技術的な側面か

ら、操業体制やチームワークまで、多

岐にわたるディスカッションを実施し

ました。最後に、JVPCから、リーダー

になるためには幅広い分野を学ぶ努力

を惜しまないで欲しい、自分の研究を何に活用するかを意識して頑

張って欲しい、とのエールが送られ、すべての実習を終了しました。

ベトナム・海上油田施設訪問

企業担当者：久手 幸徳 氏　JX日鉱日石エネルギー 研究開発本部 
研究開発企画部　R&D企画グループ　担当マネージャー

早稲田大学から「海外の油田を学生に見せたい」という強い
ご希望を伺った時、「何とか実現してあげたい」と思いました。
一方「事業の最前線であり、海外油田見学の実現は大変困難」
とも思いました。しかしJX日鉱日石開発から「ランドン油田
なら、受け入れられるかもしれない」と回答があり、その後の
調整を経て今回の実現に至りました。
選りすぐりの皆さんだけが体験できた貴重な機会であった

ことを是非忘れないでください。現地での質疑応答の様子を
拝見して、皆さんが共に圧倒的感動を受けた様子が良くわか
りました。この感動を“富士山頂に登って得た感動”に留めず、
そこからさらに行動につなげていくことを心掛けてください。
海外に依存する日本のエネルギー調達の現場見学が、将来の
強烈な考え方の源泉となり、エネルギーリーダーとして活躍
されることを期待します。

実習に同行した企業担当者のひとこと


